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2.

暗黒低温処理によるいちどの促成作型の前進技術 (追補)  ― ・   ｀

(園試 南 部分場)

背景ヒねらしt｀

平成3年 度にf価 格面で有利を秋から収驚開始する早出し作型とせして 「暗黒低温処理に

よるいちごの促成作型の前進技術」を参考に供した。     i

しかし、育苗や低温処理等で、他の作型に比ぺ労力や施設を要することから、その改善

が普及推進上の課題となっていた。

そこで、省力的育苗法と低コスト暗黒低温処理について検討してきた結果、新しい知見

が得られたので参考に供する。                ィ       ‐

技術の内容

採苗時の葉齢                  |   ■  ■  |

当年2～ 3藁苗の他に発根間もない当年 1葉習も使用できる。

早期良苗確保のための育苗法

ハウス育苗で 1月 上旬の保温開始と5 0 p p mのジベ レリン (株当たり1 0 c c )処理の組み合

わせにより早期に子苗の確保が可能となり、必要親株数及び育育面積の軽減が図多れる。

冷蔵庫等の暗黒低温処理苗数の拡大

入庫時のポット苗の土振いにより、現行の暗黒低温処理法に比べて、約 2倍 の処理が可

能である。  ■     |

暗黒低温処理と順化法  !

婚黒低温処理期間は現行の 20日 間より短い 15日 間の方が早期収量、総収量が勝る。

また、暗黒低温処理後 5日 間程度順化 してから定植することによ―り、 1果 平均重、大果

収量が勝る。             |      ‐   ..

適応地域および適応作型                 |         |

県中高部および県中南部沿岸 ! 女 峰の促成栽培  |  ‐  |        !

3.指 導上の留意事項          1

平成3年度指導上の参考事項及び平成6年度野菜花き栽培指針参照のこと。

当年 1葉苗は発根が少ないので、海水を 1日数回行い、活着の促進を図る。なお、育苗期

間は当年2i3葉 苗よりも7た 10白 程度多くする。  !   :

秋から年内収量をねらう作型は前年発生苗の便用も可能であるが、長期どりの場合前年発

生苗は当年苗よりも収量が劣る。  l                     t

土振い苗は入庫時に根鉢の上を5割程度落として、コンテナに直接隙間がないように入れ

る。なお、一坪予冷庫等は乾燥しやすいので注意するど             |

ポット当たり施肥量は成分で基肥 0,00宇0:07をt追肥 0.05g(液肥で2～ 3白)として、

最終過肥は暗黒低温処理1カ月前までに終える。   |  十
・
         |

服化は暗黒低温処理後5日間ぐらい日陰に,おいて行い、‐その後走植する。 |   |
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4 . 試験成績概要

表 1 採 苗時の葉数と生育、収量
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首の種類

入庫時 定 植時 処 理有

車 高  クラウン室 効 株率

(m) (鋼 ) (%)

収穫開 年 内 同 左

始月日 収 量 対 比

(kg/a)(%)

全期 同 左 収 穫 1果

収量 対 比 果 数 平 均重

(kg/a)(%)(個 )(g)

当年 1菓苗

当年 2葉 苗

当年 3葉 苗

19.0  1.26   80.0   11/11

21.9   1.31    90.0    11/ 5

20.6   1.50    75,0    10/31

3 3 7 . 1   1 0 3    4 4 . 2   1 2 . 7

3 5 1 . 9   1 0 7    4 4 . 3   1 2 . 9

3 2 8。4 ( 1 0 0 )   4 2 . 2   1 2 , 7

7 5 , 8   1 1 7

1 0 1 . 8   1 5 7

6 4 . 7  ( 1 0 0 )

注)採 苗日 :6月 4日  暗 黒低温処理期間 :8月 6日 ～ 20日 間 定 植 日 :8月 26日

表 2 親 株の保温、ジヘ レリン処理 と苗の生育

保温 ジ ベ レリ

開始 ン 処理

時期  (月 日)

2 月 1 0 日

草高 葉 数 芽 数

(伽)(枚 )(個 )

5月 2 5日 6 月 1 日

菓数別子苗数 (個) 菜数別子苗数 (個)

2  3  4   計    上 2  3  4   計

1 / 1 0  無

1/10  平子(1/10)

1/10  子子(2/ 1)

8 . 8   7 . 1   1 . 6

1 3 . 9   8 , 1   2 . 0

1 3 . 2   8 . 6   2 . 3

8 , 4 5 1 2  3 . 5  2 5 . 3

1 1 . 8  7 . 5  5。3   3 5 . 2

8 . 4  5 . 6  5 . 4   2 6 . 8

4 . 8 5 . 7 3 . 6 2 . 5  1 6 . 6   8 . 2

4 . 8 8 . 0 4 . 8 4 . 2  2 1 . 8  1 0 . 6

4 . 5 5 . 2 4 . 4 2 , 8  1 6 . 9   7 . 4

2 / 1 0  無

2/10  孝子(2/10)

8 , 0   6 . 0   2 . 3

9 . 3   5 . 9   2 . 3

2 . 8 4 . 4 3 . 8 2 . 0  1 2 . 8   6 . 5

3 。3 6 . 0 4 . 2 2 . 7  1 6 . 2   8 , 2

7 。2 4 . 4 3 . 7  2 1 . 8

8 . 0  5 . 8  4 . 6   2 6 . 6

注)保 温方法 :保温開始期 (1/10、2/10)か ら3月 末まで外部ビニール+ト ンネルとした。

表 3 暗 黒低温処理期間と順化方法別収量

処 理  順 化と  処 理有 収 穫 年 内 同 左 全 期

期 間  定 植期  効 株率 開 始 収 量 対 比 収 量

(日)(月 /日 )  (%) 月 日  (kg)(%)(kg)

同左

対比

(%)

収穫果数 (個/株 )1果

商品 く ず果 計  平 均重

果 +病 果    ( g )

① 1 5 - 8 / 1 9 -順 化  9 6 . 4  1 0 / 5  8 2 . 4  1 6 7  3 3 2 . 6

② 1 5 -順 化 - 8 / 2 4  1 0 0 . 0  1 0 / 5  7 0 , 0  1 4 2  3 4 3 . 7

③ 2 0 - 8 / 2 4 -順 化  1 0 0 , 0  1 0 / 2 9  5 7 . 5  1 1 7  3 1 7 . 7

④ 2 0 -順 化 - 8 / 2 9  9 3 . 8  1 0 / 1 6  4 9 . 3  1 0 0  3 1 0 , 7

1 0 7   4 2 . 8    1 1 . 5

1 1 1   4 1 . 8    1 0 , 2

1 0 2   4 1 , 2     9 . 4

1 0 0   3 9 , 8    1 0 . 8

5 4 . 3   1 0。5

5 2 . 0  1 1 , 1

5 0 . 8   1 0 . 4

5 0 . 6   1 0 . 5

注)仮 植日 :6月 1日  低 温処理開始 日 :8月 4日

0、 ③は処理後に定植 し、 7日 間寒冷沙で被覆 した。また②、④は処理後 5日 間日陰で

順化 してから定植 した。
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